
1-3 本部データ同期

本部からの自会場会員情報を会員データに反映します。

本部ファイルの指定
[･･･]ボタンで環境設定で指定したフォルダ内を検索します。
Excel or CSV データを指定できます。

※ Excelファイルを使う場合にシート名エラー処理できない時の対策
所定シート名が見つからない場合、

はい(Y)をクリックした場合、シート名を指定できます。

※シート名は変わる場合があり、前後の空白対策等は再試行していますが事前確認お願いします。

(みなと神戸さんの場合)
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ゲストから準会員に更新の場合、
☑ 会員カードを印刷しない
☑ 緑バッジ表彰登録しない

※ 会員カードを印刷しないに☑が無い場合(印刷する場合)
環境設定により変わります。
単票印刷(名刺サイズ)の場合、

会員更新の都度印刷します。
A4用紙多面付の場合

記録しておき、「戻る」ボタンで会員カード印刷画面が表示されます。

行クリックで、対象/非対象と切り替わります。
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同期処理が終了しましたら、結果に応じて件数が表示されます。
それぞれ氏名をクリックすると会員登録画面に切り替わります。
同期処理は何度でも可能です。

変更無し ＤＢ(当ＰＣ内のデータ)と本部のデータに違いがありません。
変更有 変更があり反映しました。反映した項目名が表示されます。
エラーあり マッチしたが他会場で登録されている場合に表示されます。
アンマッチ ＤＢにあって本部無し。または本部に有ってＤＢになし。

マッチング手順
1 ＤＢに本部IDの入力が有ればそのIDでマッチング
2 無ければ氏名で検索 この場合、漢字の違いでアンマッチが発生します。
3 同姓同名がいれば選択画面が表示されます。

本部IDなければ、最初は氏名で照合します。
マッチングすれば本部IDも取り込みますので２回目からは本部IDで照合します。
高橋と髙橋(はしごの髙)のように、漢字が違う場合はそれぞれｄ欄とｅ欄に表示されますので
強制マッチングボタンで指定してください。２回目からは本部IDでマッチングします。
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任意反映指定項目

環境設定にて、「本部からの情報を確認しながら反映する」にチェックがあるときに
項目に違いがあると確認画面が表示されます。

矢印ボタンをクリック後、更新ボタンをクリックします。

← 本部データを反映します。
→ 本部に変更依頼します。

反映しない場合は、「項目反映しないで次へ」をクリック

以後反映を中止する場合は、中断をクリック
※何回でも再処理できます。

自動反映項目(下記の項目は無条件に反映されます。)
会員区分、本部ID、保持バッジ
紹介数、残存数、創友塾期
入会日、更新日、入金日
紹介者所属会場、紹介者本部ID
例会参加可否

※ 携帯番号が追加になっていますが現在セットされていません。
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本部変更依頼

本部情報反映時に「→」本部変更依頼があった場合、最初の画面に「本部変更依頼」ボタンが出現します。

本部変更依頼確認

本部に依頼しない場合は該当行を右クリックします。

PDF リスト出力
CSV データ出力

※ 本部からの依頼によりレイアウト等変更する場合があります。
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明細表示 本部データマッチングの明細を参照します。

変更無し

変更無し会員名の一覧です。
行クリックにより、会員明細画面に切り替わります。

変更有

変更有会員名と変更内容です。
行クリックにより、会員明細画面に切り替わります。
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エラー

会員名で照合して違う会場で登録されている場合にエラーとなります。
行クリックにより、会員明細画面に切り替わります。

アンマッチ

左ブロック システムに有って本部に無し 削除対象
右ブロック システムに無くて本部に有り 追加対象

行クリックにより、会員明細画面に切り替わります。

強制マッチング

左ブロック、右ブロック該当者を右クリックすると強制マッチングになります。
マッチングすると「本部ID」取り込みますので以後アンマッチになりません。
ただし、３文字以上違う文字があると警告が出ますので確認してください。

☑ ゲストも表示する
システム側が「ゲスト」でも本部からと氏名がマッチすれば更新されます。ゲスト⇒準会員
アンマッチの場合、強制マッチングするときにチェックがないとゲストは表示されません。
※過去のゲストが表示されると選択が大変なため。
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